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今年の異常損水辻、額料さの中 lこ埋没していた私たちによい教訴を号えてくれまし
今まで当り前にあると思っていた水が、 こんなにも鷺重で大切なものである警察に気づか

せてくれたのです。私たちは、 この教献をいかして、節水の励行、中水の利用などを

斜に考え、実行していかなければならないでしょう。そしてこの隈りある費擁である水

を、増やす努力にまで患い至ちなければならないのではないでしょうか。
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トイレの流し水が飲み水と|苛じだなんて「もったいない Jと患いませんか。この水不

足の今は、 トイレの流し水が一番18介な給水になっているのではないでしょうか。我が
家は、今年 6月に高性能合併浄化4習を設置しました。持水(トイレの水)、生活排水(
嵐呂、流し、読j襲、その拙)の全てを合読させて多理多樟な撒生物の!覇きによってきれ

いな水に蘇らせます。その処理水を再びトイレの流し水、濯の散水にと利用しています。

公共下水道を待つごと 20年。ついにしびれを明ちし、 自家処理できる合併浄化槽設

置に踏み窃った訳です。

槽の埋設、持水管のやり替え、関水との分離と細かい作業は個々に工事され、夢の水

洗トイレはたった}臼で完成しました。 しかも私たちがモットーとするリサイクル型の

水環境も問時に実現したのです。ぞれが、 E弁式合併浄化槽ですの
この石井式合併浄化槽を知って 10年自になります。愛媛熊下でも 2社の製品が設

可能となり、越智郡大西町 l機、松山市 2機、近々松山市に 2機設置の予定と開いてい
ます。石井式では、透鵠度 30 c盟以上をクリヤーしましたの BODも 10 pp照くらいではな
いかと予想されます。

保守点検、講掃は任せきりにしないで設置者も立ち合う事が大切なようです、。 ピデオ

の撮作すら身につかない私ですが、管理士の方に立ち合い、保守点検のしおりを片手に

パルプの様子を毘て、操作を理解しました。今後は管理土の方、清掃の方とも仲良くし

て、 よい処理水が得られるよう合併浄化糟を大切に礎いたいと患っています。

多〈の方に、 リサイクル可能なこの浄化講の設置をお鞍めしたいと思います。また、

機会がありましたら、我が家自穫の「浄化君 J を見にきてやって下きいのお持ちしてい

ま‘。
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6月 25日(:士)に行われた

たパネル擦について、感想与をお

目玉ヨヨ F島

々木構先生の講演会、

ヤいただき E去し

。〉言静を寅 J 

S月22 8 ，~ 2 8 [l 1 -C カ忘れL

家族にとって水は一つの関心事でした。 今まであった井戸をいろいろな事構で

宵の簡易水道に全面的に切り替えたのです。

井戸水の長さ(冬曜かく要冷たしけを当り前のように患っておりましたが、水道水だ

けという暮しになってみると、開かー掠のi林Lさを覚え、半年過容た頃に水の講習会の
お誘いを受付、 また簡易水道の水質に不安も持っておりましたので参加しました。

佐々木先生のスライド入りの講摸を通じて、水出大切さ、生活排水や工場排水の始末

がいかに大切なものなのか痛感し、反面重信HIの上流地域や上林の水が名水と開いてう
れしく思ったのも事実です。

以能友人と塩素量を楕単に計れる試薬とやらで松山の水道水と重信の水道水を比較し

たことがありました。まだまだ重信の塩素量は少なくて安心しましたが、 この水質がず

っと守られるようにするには、 去ず一人一人の暮し方なのだと佐々木先生のお話を聞き

ながら自分自身に言い閣かせました。

ゆとりができれば、また井戸を持つ豊かな暮しをしたいのですが、

に不安を感じ品・ければいけない淋しさも味わっています。

井戸水もまた水質

地道な一歩、 日々の積み重ねが良い環境を創るのならせめて生活排水からでも控意で

きることは始めなければならないと思い、暢気な母さんの私も一歩踏み出したところで

す()

余談・・・斬水という試練の中、 益々井戸水が悲しい今日この頃です。

百三五日
大変よく調べてあるし、わかりやすくて@

けなら、小・中学生の自由研究の秀作です。

N . N 

-と思いましたが、 それだ

2カ月近〈立って、なかなかうまく言えませんが、
い向か、何かが足りなかったと患います。

心構的な問題提起ではな

パネル展のねらいは何だったのでしょうか。

重信の水は、良い水なんだよ と 知らせること?

2弾、 3弾に期待してかます。

(一般 M • S 

く幻



予告静正義麟
なぎすtましたe

J 常蝉

j

;

1

 

1
1
1、
a
t
t
i
t
E
a
s
e
w亀
寝
視

2芭
B
E
E
F
-
v
t
-
}
!
J
K

Fくらしの学習会Jで拭この一年半、 Z誌について勉強してきましたが、私達

が一番反省したことは、私達自轟が重信の水についていかに伺も知あ奇かった

か、またこれまで関心を持ってこなかったかということです。

それで、パネル麗ではまず、重信の-*の現状を知ってもらおうという思いが先

にたちました。もちろんそのなかには、重信の-*が、捧水器などいらないほど

都会の本より梼段に良質であること。ただし、その良質の地下水も持柴の兆し

があ号、誠少していること。重信州諸域の泉が地下水の表にあらわれたすがた

であるとと@その泉自体費を摘しつつあること。これからその地下水をいかに

守ってい〈か。それに誌、山や轟の自然轄の福養にはじまり、いかに錨*をす

すめ、また排水に気をつ狩るかなど私達の水とのつきあい方、また行政に結水

道や排水盟理に関して締をもとめていくかなど問題点もたくさんあります。パ

ネル援ではー蕗それらの点を網羅したつもりですが、現状をまず知ってもらお

うとしたため、主張が寵れてしまったの故否めません。全体として、私達の頭

もまだやっと現状認識までといったところもあちます。

この学習会を単なる盤強舎に静わらせ者いために故、真棒的活動をいかむ発

麗させるかが今後の課題でしょう。これからもご撞力者よろしくお願いします。
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ノt才丈 Jレ屋建壬空言十幸康を告言語主寅

L 玄単位蕗
講師謝礼 s 交通費
講師昼食代
交流会菓子代
写真代
印朗代

通信費
事務費
テープ代
資料提供お礼

支出合計

600円
200円
000円

800円
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立よ型車
5/23バザー収益 92，
バザー後 袋売上げ 1， 
カンJ'¥ 1 0， 

1 03， 

990円3掌

収入合計
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ヲ奈
何も踏み出さないよりは、不完全でも一歩踏み出した方がよいのでは・

¥・と考えて試みたパネル展 4講模会でした。いろいろご批事L

はあると思いますが、 とにかく一歩踏み出したことを喜んで下ざい。

その収益は泉の保全

)みんなが、知恵

一一兵/一~

ご不満

もう一歩。泉の絵はがきをつくりました。

に当てることになりました。(ふージをご覧下さい。

そして、

j
d
w
 

を出し合って考えたもうー歩です。

さらに、水についてのアンケート結果と要望をまとめて、，町に提出する

こと広hなつでいます。"不完全でも、のろくてもとにかく先に踏み出そう

これからも詰行錯誤を重ねながら進んで行きたい日と思いま

そしてどんとさんアイデアを出して下さい。

"を合言葉に、

乙協力をお願いします。す。

Pb抑〉の餅仙台予土んの作
τ-ま
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350円

開泉悼のとっておきの場所をそっくり絵葉書にしました。

もちろん多選後平野に残る最後の手っかずの自然'を守りたいという切実な思

いからです。

重信}Jf流域の泉とそこに住む生き物たちが主役の絵葉書です。見てみたいナ

と思…ぜ

冊。 hodb出 g附加竺
''09川瑚 br r..，.，凹h.品開hu ・

r1994渇水えひめJー歴史に残りそうな今年の大かんばつにも枯れるこ

となく今もこんこんとわいている三ケ村泉。先人の努力により、今に残された

数少ない泉のひとつです。そこは、またよぬぎや自然林、草でおおわれ、トン

ボをはじめたくさんの小動物や魚のすみかとなっていて、多様な生態系を保っ

ています。

しかし、近年、 200近くあった重信JI/涜域の泉は、老朽化や水位の低下に

より、ポンプ小屋になったり、コンクリートで整備されて、昔ながらの形態を

保っている泉はほんのわずかです。その残された泉も、今整備の披が押し寄せ

てきています。

泉は私達の飲み水にもなっている地下水の、自に見える姿です。そこに住む

生物たちは、私達の水を見張ってくれているのです。その意味でも何とか泉の

自然を大事に残していきたいと思っています。 なお、この絵葉書の収益は泉

の保全に設立てる予定です。さきやかな試みですが、身近な自然を大事にした

いと思っている方、ぜひお買い求め〈ださい。

( 7) 

重信くらしの学習会

持智子 (64-6956) 

丸井美恵子 (64-0828)
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町議会終了鏡、時長と面識して水についてのアンケート結果、要望書を器出
します。日時が決まり次第お知らせします。

@その地、臨時話題になったり、気になっだことを勉強したり、調べたりします口

(一五民主主主干ドー，

lくらしの学習会では、一鰭間動?
る仲間を募集しています。合費は.
1年2千円。購読のみ藷望の方は千向
jです。いつでも入会できます。
! お問い合わせ
j くらしの学習会
i 重信町曹関599-68丸井方 ! 
184-gS28!  
あるいは 64-6956 (林)まで!

(関己
l今回は、異常献で、重信町北吉井 l
i地症では、夜8時~翌朝11時まで酷llm編集しま凶水吋さをつl
くづく思い知らされましFた。断水が、 i 

j解除されても、節水は常に心がけなけ!
!ばと思っています。目水野のテーマは i
i、これかちも、たとえf患のテーマを勉!
!強し始めても、もち続けていかなけれ i
iばいけないと患います。 I

一一一一一一
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